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院長 伊波潔

辞令交付 入社式風景
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新り1修医8名

新入職 97名

「いつでも、どこでも、誰でもが、最善の医療を受けられる社会」の実現を目指して、地域

医療のために医療人としてこれから頑張っていきますのでどうぞ宜しくお願い致します。

平成25年度

平成25年4月 1日 に平成25年度の入社

式を行いました。本年度は医師や看護師、

コメディカル、事務職と総勢97名 が新た

に仲間入り致しました。

入社式では、安富祖久明副理事をはじめ

伊波潔院長の祝辞 新入職者の辞令交付を

行つた後、新入職97名の代表として挨拶

した研修医と看護師 薬剤師の3名は、社

入社式

会人として医療人として何よりも中部徳洲1

会病院の一員としてのこれからの抱負や決

意を力強く表明しました。

期待と不安でいつぱいだと思しヽますが、

先輩職員の指導を受けながら「医療人Jと

しての自覚と誇りを持ち、何事にも果敢に

挑戦 して頂きたいと思います。「全力投球J

で共に頑張りましょう |
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新ili修医 原田真梨子品1理事長 安富祖久明

看護師 安慶名Ё人 薬剤師 石丼英之 辞令交付
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はじめまして 全沢大学医学部出身の1直田大貴と申しま
す これから二年間中部御 l会病院にて研1じ させて頂きま
すので宜しくお願いします。こちらの病院に見学に来たき

っかけは たまたまた達か菜吉1師 として慟いており颯い気
持ちからでした.と っても1亡 しい病院と聞いており厳 しそ
うだなと思い見学をしたのですが 思っているよりもさら
に多ltそ うな病院でした.研イ蓼医は毎日のような当直に終
われ とても眠たそうにしていましたll そのように1亡 し
い中でも楽しそうに充実した●をしていたのがとても印象

に残り それがここに決めた理由です.
学生時ltは 決 してましめにやってきた訳ではないです

か 適当な医者にはなりたくない。そのような気持ちを満
たし 自分かどこまで出来るのか

"`戦

できる環境の整った

病院たと思いました,憩規会においても院長よりとでも■

皆様初めまして 4月 から中部徳洲会病院で初期研修医
として入職致しました同本■大と申します.私は奈良県山
身で二重大学を卒業してこの■部徳洲会でも世話になりま

す.

なぜ中.l徳洲会病院なのか なせ沖縄の医療に興味を持
ったのかと言いますと 母親が沖縄出身であるという単純
なもので沖縄の医療体制や研修制度を知ってtヽ たからとい

うわけではありませんでした.も ちろん当時はイ也の地域に

も興ltがありましたし むしろそっちの方か大きかったと
思います そんな私が

'中

縄に惹か l■ ていった最も大きな理

由は 沖縄県の救急草のファース トコールでの受け入れ率
が9害1以上というtrJを 知ったからです.二重大学出身なの
で どうしても二重県との比較になってしまうのですが
実習中にjl・急草を断るのを見て ベ ンドかない 人

'い
な

はじめまして 4月 より中吉3徳 ll会病院にて研イ蓼させて
ぃただきます 月,ヒ ー誠

`か

わきた t‐,せ tlと 申しま
す.大阪府出身で ll海道大学を卒業しました 中 高
大学とハンドホール部であったため ハンドホールの聖地
沖縄に来ることができ心が.―揚しております.し かしなが
ら まだ雪の積もる極寒の北海道を離れ 突

']と

して+
和 サンタルの沖縄に来てしま,,た ためか llの方はまた
また順応できないようです

医 1昴 としてlllく 上で 初hllil修 に関してはとにかくハー
ドな病院で日一杯頑張り にしさのハートルを高めたいと
考えていました.そ こで地域を問わず 自分の理想に合う
病院を探して全国を転々としていたところ 最も遠く離れ
たこの沖縄の地で ■通にも■部徳洲会病院に巡り合うこ

山形大学出身の栗原1言吾といします.宜 しくお願いしま
す.

私か■部徳川会病院でのFl修 を決めた理由はおそらく他

の同期と同じて 研修てのアクレッシブさを求めたためて
す.昨年見学した際 研 1多区の仕事量か他の病院の11修 医
の信以上あるのを目の当たりにして驚くとともに この病
院でや ,て 4Tけ るのかと′し配になりました.し かしながら
一方で厳しい病院にチャレンジしてみたいという気持ちと

●|も あり またこのような超多にな病院でlfけ るのも若い

はじめまして とても良い御縁から中部徳洲会病院初期
研修医として入職させて頂く事となりました鈴木遼と申し

ます.

さて 私の中.l徳洲会病院への思いというのはは■きり
言って1つ だ17で す.そ れは「感謝Jの 気持ちというもの

です.私が中.l徳洲会病院を知ったのも同期の増田先生の
おかけでしたし 学生時代の臨床宴習で多くの・t=医師や
他にもたくさんのスタソフの方に大変お世話になり充実し

た実習を行うことができました.周 りの方々に支えて]百 い

た感謝の気持ちが全て一つの線につなかり 今この病院で
rlは 新たなスター トが切れることとなったのです.本当に
ありがとうございました。これからはこの感謝の気,キ ちを

お返しできるように中部徳洲会病院の一員として一日も早

心に病院lr理念 医師とはこうあるべきたという理想を語
って頂き 自分にとってもとても良いロールモデルだと感
じました。

また 二年次にある地域医療もとても魅力がありました
離島に行き実際に地元に密着し医療を施 していくことは医

師の根本であり ぜひとも経 :美 したいことでした この地
i或医療では 本当以上に自分の判断の重みができてくると
思いますのでその二,月 間 tよ とてもやりがいのあるものに

なるだろうと考えています.

内タトの人にとても厳 しい病院というのは聞いています

が 燿合わせした同期もやる気かあり 共に切嘲 店てき
そうな仲間たちなのでとでも楽しみです

大変だとは思いますが全ては息者llの 十めに日々情進し

て行きたいと思いますので どうか宜しくお願いします

いなど色んな理由かあっての事で仕方かない これか現実
なのだと納得していました.他の地方都市もでもイ以たよう
な話をよく闘きました.
「医者の常識け世間の常註とは遣う たから君たちは今
の常識を忘れてはいけないよ.1学生時代にある発生から
I貢ぃた大切な言葉です 当時はよくわからなか ,た です0
今ではこの言葉の意味かよくわかります 人口規模

'そ
う

変わらなtヽ中縄県がなぜこれだけのま急草を受け入れるこ

とができるのか それは医療者全イ本の意識か違う つより
常識が世間と同じだからだと思います この常証を身に付
け 実践することが初期iT修 での最も大きな目標です
沖縄への思いみたいになってしまいましたか 中高:徳 II
会病院はこのような自分の思い1こ応えてく,1る 病院だと思

,ています。これから宜しくお順いします

とかできました.

賞習で見学した先輩研修匡の先生方 まとでも拒もしく

現 ]寺点では同じフィール トで同しように働ける自分の姿な

ど至1底想像てきません 特にまだ仕事も始よ =て いない今
は これからへの期待と不安が入り混じ●た心● こす そ
れでも先輩方に少しても早く たった一歩 でも近づける i
う ともに入職する同旬のメンバー●とヽ 一lT努 力し 切
磋琢磨 していく所存です.研イ1中 は全での職員の方々の手
を,頁 わしてしまうことと思います しかしご迷惑をおかけ
する力らには その分し,か りと成長いたします とうか
厳しい指導と温かい日で ご支援いただけれは■いです
宜しくお願い致します.

栗

今のうちだろうという思いもありました.更 に手登根先生
がわざわさ山1′ まで勧誘に来て下さったことが決め手とな

り 中部徳川会病院での研修を希望しました
私は群馬県前橋市の生まオlで元々沖縄に所縁

`よ

ありませ

んでしたが 大学の同級生と婚約し 彼女が沖網出身であ
ったことがきっかけで

'中

縄での研 1多 を選びました 良いご
縁で中.l徳洲会病院と出会うことかできて本当に嬉しく感

じます.ど うぞ2年間宜しくお願いします

く戦力になれるよう頑 lf・ って参りたいと思います また
中.l徳 711会病院は全国的にも厳しい初■l研修のカリキュラ

ムを凱いていることで有名です とても大変な職場ではあ
りますが その反面初鋼 イレ時代にこれでもかというほと
救急疾患に触 llる ことができ ありとあらゆる経験をl● め
るという特長かごさいます.こ れを読んでllい ている稚,家

族の皆ll 残念なからここの同期はそんな意まれた環境で
医lTと してかなりのレベルに鍛え上 t'ら れてしよいます

`卸

安心ください .

イ可かと至らぬ者ではございますか これから頑:長 って参
りますのでイ可卒御 ,旨 導4t囀ヽのほと宣 しくお願い致 しま

す .
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学生時代に抱いていた■.l徳洲含病院のイメーンは野戦

病院 本当に忙しい病院というイメージだけで実際見学に
行くこと自体を躊暗していました.

実際に先生方が働いている様子を見学させてllく と も
ちろんとでもにしそうでした しかし とんなにltし くて
も息者様にはT寧に対応し 先生方も互いに相談している
オま子 さらに研修 1年 目の先生でも恵者を責任も ,て 診
察 対応している●子が本当に印,的で この先生方のよ
うになりたいと思いました.

また看護師など他の医療スタソフの方々との接 し方を実

際に見てみると lLの病院にはないほど職種に垣根がない
こと また常にたくさんのスタソフの方々のおか |ナで医療
か成り立っているということをは,き りとおっしやる先生

はじめまして.杏林大学出身の増日暁史と申します。大

学の先輩である総合診療部宇野研―郎先生かここで研修を

1台 めたのをきっかけに初めて見■に来たのか 1年■前でし

た。それまでは沖縄という選択肢は全く頭になかったので

すが 楽しかった実習が印象深く それからは他の病院を
見学したりする中でもいつも頭の片隅に■部徳洲会病院の

存在がありました .

それはなせだろうと考えた時に 医師を目指すようにな
ってから なるべく自分の力だけで人の助けになること
自分の日の前で苦しんている人がいる時にイ可かしら動ける

医者になりたい という思いが自分の中にあり その姿に

こんにちは 琉,大学出身の美里周吾と申します.浦添
市立港川中学校 沖縄県立刀『覇国際高な出身の生枠のうち
なんちゅです.今年の4月 より初期研修医として中高,徳 ll
会病院にお世話になることとなりました.ど うそ宣しくお
願いします.

中部割 l会病院で初期研1ら を行おうと思ったきっかけ

は 昨年6月 に実習にう力'が った際 何より病院全体の雰
国気か良いと感したからです.も ちろんHard Wo,kな のは
1布 ろしいと感じましたが そイlで も挨拶であ ,た り普段の
会話であったり 製員の方全員が良い雰囲気で 初期il修
医の先生方もI・忙しいのにすっと学生の相手をしてllい て

方がとでも多く グルーブ医療と言葉にせずとも協力しあ
う態勢かとでも素敵だなと思いました.

これから研1多区として息者様に接し 治療などに携わる
とき `可か見逃していないか 間違えていないか 息者様
にほかにてきる事があるのではないか 本当にたくさんの
事に迷うと思います そんな時に先量の先生方や同期だけ
てはなく他の職種の方々のltの視点からもいろいろなこと

を教えてllけ るこの動 て研修かできる事がとても楽しみ

です

社会人としても1年 目て本当にたくさんの方々に迷惑を

かけてしまうと思ぃますが 素直に できる事はイ可でもさ
せてIlき たいと思います.宜 しくお願い致します.

最も近つけるのがこの病院だろうと考えていたからたと思

います.

途中で1亡 しくない病院や自分になじみのある地域の病院

などに何度も惹かれましたが 新しい土地で初志貫徹とい
うことてこの度志願致しました。

高校まではがむしゃらに生活してきましたか 大学でだ
ら17る 楽しさを 1ヽっ てしまい 再び忙しい環境に身をおく
ことに正直今でも大きな不安を抱いていますが 入職を記
めてくださった皆様の期待にそえるよう またイ可よりも患
者漱の為にかむしゃらに勉強したいと思います.宜 しくお
願いします

とでも勉強になる実習ができたので ぜひともこの病院の
一員となって慟いてみたいと感しました.念願が叶ってわ
くわくしてしヽます.

Hard Work Had T面 mn9な毎日|よ少し1市いですが 毎
日笑顔を泄やさないことが日標です.大学での成績は常に
下位で 素直に人の話を聞くことはできると思います.少
してもおかしいところがあれはイ可でもおっしゃってくださ

0、 叱られるうちが花だと考えているので とんどん叱っ
て頂けると喜びます 明るく 元気に研修に臨みたいと思
っています.宜 しくお願いします |

術も尿管ステントのようなメスを使わないものから血管吻

合 臓器摘出 移植 といった手術まで多種多様です.
4月 からはまず3か 月の卿 地医療の 卜,ブバ ンタ~と

して宮古 '良 .l島 へ4Tっ て来ます.帰 ってきて7月 から
本格的に7晰器科の研修に励んでいこうと思います.3か
月の島の診療所での医療も 今でま不安より楽しみの方か
大きく感じます.そ ういう意味ではこの2年間で度1匈 がつ
いたと実感します.総合的に考え この中.雌洲会で初期
研1,を して良かったと思えます 今後も先輩方にご指導頂
き 医療をしっかりlll収 して参りたいと思います.

そう感じてぃます 皆あまり声に出して言いませんか や
は,こ の病院で研 1多出来たことは 先査 同期 後輩の間
でもすごく誇りに思えることたと思います.

私は来年度も■吉:毎 l陰病嘘に残ります.こ れからは初
期研修医てなく 一人の病院スタ ,フ として 患者様や病
院と間わっていかなくてはなりません.ま た新しい環境で

これからも預張っていきたいと思います.皆 でかんよりま
しょう |

嫌な事ばかりではないさ さあ次の扉をノンクしよう
も,と 大きなはすの自分を探す終わりなき旅 |

終わった2年 は振り返りません。来年はな急総合診療部

の ドアをノ′クもせずこじ開けます.ど れだけ成長できる
か解りませんか 沖縄市の息者llに敬意と尊敬の念を払い
感調の心で精―IT頑張ります.

最後に ■部御 l会の各関イネ部署のスタンフの皆
=こ
の

2年間lL咤激励ありかとうこざいました またまだご迷惑
ぃ。ばぃおかけしますが 宜しくお願いします.

増 田  暁 史
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琉月ヽ大学卒

美

「
一〓
・

■
■

泉 悪 ― 朗

上 原 卓 実

ゴ
，・■

振り返れは早いもので 中部徳川会病院での初期研修生
活が終わろうとしています.

この2年間 定期的に振り返 ,て いますか印象としてま大
きく変わらないので 今

`に
ついて考えようと思います.

私は4月 から当院の2尿器オ|で 雀期研修を開始すること
にしました.2年生の3月  泌尿器「|を 回―テー トし 泌尿
器科の面白さを感じました さらに県内で初のda Vinci,
導入され その手術を見学し非常に強いインパクトを受け
ました./t尿器科は頂尿などのOOLに かかわる●急から
訃 腫瘍といった死に直結する疾息まで,い ます.本の範
囲も夕1性器から腎肢 昌1腎 まで幅広く扱います.ま た 手

こんにちは 私はこの中部徳洲会で2年間の初期研修を
させていただいた上原と申します 不安と期待を背負い
右も左もわからない状況から始まった研修生活でしたが

その研修ももう終わろうとしています.思 えば 特に最初
の1年間は本当に,か ったです.目 の前の息者さんに対し
て 何も分からす 全然動けす 毎日か不安とブレッシャ
ーの連続でした そういった怖い思いが成長させるという
院長の常曰llの 思いから 性たちは級えられてきたのだと

Mr Chldie■ の終わりなきliと いう歌があります.

息を切らしてき 駆け抜けた道を
振り返りはしないのさ

ただ未来へと事を栞せて

l■lぎ されたドアの向こうに新しいイ可かか行っていて

きっときっとって君を動かしている

いいことJが 」ではないさ でも次の扉をノ′クしよう
もっと素晴らしいはすの自分を1雫 して

胸に抱え込んだ迷いがプラスの力
`[変
わるように

いつも今日だってイ業らは動いている宇 野 研 ― 郎



大 越 猛

川 満 菜 津 貴

下 谷 陽 子

中 島 旧皿

学生時代に中.ltt ll会病院を見学に訪れて '1修医の先
生方の自信に満ちた態度 活き活きとした姿に魅せられて

こんな先輩達のようになりたいと迷うことなく叩いた円

今二年間の初期lll修 を終えるにあたって 後輩や学生さん
たちにそんな頼もしい背中を見せられるようになったか甚

だ不安ではありますが 多くの人に支えられてなんとか乗
り切ることができました.
二年間の研修生活で気ついた中徳の初期研1多の特彗すべ

き特徴を一言で表現す・llば 「厳 しさの中の優 しさJに 尽
きます.医 IIT免許をとっていくはくもない中部徳洲会病院
の1 2年目研修医たちは 3日 に1度の眠れない当直をこ
なしなから 救急車と夜問救急夕1来のほとんどの初期対応
を 研イじ医だけである程度完イ吉させなくてはなりません.
そのため 薇中とんなに眠くても 「自分たちが病気を見
lltし たらこの人を設 してしまうかもしれないのたJ とい
う緊張感を持って診療にあたることかできました。しかし

研修を始めてわすか3ケ 月日の6月 に「今日から一人立ちなJ

とぃわれて当直帯に一人で放りだされたときには 正直あ
まりにひとくないかと思ったときもありました´当然

色々なことがわからずオロオ回し通してしたか 必死にな

研修を終えた賞感はまったくありません.た だ同期を合
め たくさんの人達の入れ苦わりもありllし さを感してお
ります.4月 になって新しい人たちがやってくるのを,い行
ちにしている今日この頂です.

中部徳洲会病院を初めて見学に来たのは大学五年生の冬

休みで その時は■部徳 ll会病院の存在も知りませんでし
た.冬休み1週間前に今から病院見学●けるところあるか
なと同級生に問いたところ 徳 ll会 しかないと言われ見学
しました.当 直

'商

月だから荒れるよと言われ フォーリー
を噛み切った●しいちゃんとかを見ながら大変だなと他人

事のように思っていました。その後 縁あって夏休みに見
学.ま さかの入職となり 学生の頂一度も見学したことの
ない0し ろ存在すら知らなかった総合診療前で残るとい

う 自分でもよくわからないめぐり合わせてす.ほ とんど

こんにちよ 研修医の下谷と■します.7月 から中部徳
ll会病院で働かせて頂いて もう3月 も終わりの時期です
イ可とかほかの7人の同期とともに研イ|を 修7さ せて]貢 きま

した。これも中部徳洲会病院にいる皆llと たくさんの患者

様のおかげたなと深く感謝しております.

初めて来たときは当直もハードだしここでやっていける

かは本当に不安てした.思者様の途切れない当直は本当に
大変でしたが それ以上に中部徳 ll会病院での1ll・ は楽し
く 充実していました.本当にバワフルな研修医のみんな
にはいつも助けられたし みんなそれぞれに尊敬できる素
晴らしいところがあり ■部観 l会病院で出会うことがで
きて良かったと思います.先輩の先生方は尊敬できるのは

もちろんのこと 時には本気て叱って頂き でもしっかり
フォローもしてくれて いつかそんな先生方のように仕事

平成23年年 4月 に沖縄で社会人のスター トを切り早 2年

が過ぎました.3月 を以て初期11修 を終了し 中部徳川会
病院を卒業することとなりました。時に当直が月 10回以
上という忙しい研修生活てしたが 医局の先輩先生方 同

っていると必ず助けの手がありました.いつてもとの専門
の先生でも 快く質 l・5に答えてくれたリ ー緒に画像を読
んでくださったリ タ1来に飛んできて処置を一緒に行って
下さいました.結局 との病院よりも夕ヽ来主治医としての
責任感をもたさll厳 しさに直面させられなからも 一方で

どの病院よりもありとあらゆる職l‐ の専門本が私たちを手

厚くサポー トしてくださっていたのだと思います。外来主

治医の自党を持って悩みながら学んだ一つ一つの経験は

教科書だけで得た,っ べらな知識とは比べ物にならないく
らい 自分の血肉として しっかりと身についたものとな
りました。二年間 つたない私を支えてくたさった皆様
本当にありがとうございました.

三年目からはいったん中部徳洲会病院を離 l■ 他院で夕ヽ
科の道に進みます.し かし 中.ltt ll会病院で育ててllい
たスピリットと感謝の気持ち 耳1を かいて身に付けた証虚
な気持ちを忘れず預lF.り たいと思います。そして いつの
日か必ずや育ててllい たご思返しをしたいと思います.

今後も沖縄県内にいますので イ可があれは そしてとこ
かでこのツル ソツル頭を見かけたらせひ気軽に声をかけて

ください.

フィーリンクで決めてきたようなところがありますが 間
違ってはいないという感じです.2年間はただひたすら走
ったような 色々失敗 したり 大変だったり 疲れすきて
吐きそうだったり 頭がバンクしそうになったり 大泣き
したこともありました。それても思い返すとや ,ば り楽し

かったです.こ の病院で初期研修ができて本当に■せてし
た.こ こで働いているスタソフの皆さんにも たくさんフ
ォローして頂き助けてもらぃました コミュニケーション
面で難がある私に いつも気軽に声をかけてくれて たく
さん教えて頂いて本当に感謝しております.あ りがとうご
ざいました 来年も総合診療吉3て しかもまだまだピヨピヨ
でだぃぶご迷惑をかけることもあるかと思いますか これ
からも宣しくお願い致します.

がしたいと目標かできました.コ メディカルの皆様は来た
ばかりのころ 右も左もわからない私にいるんなことを教
えてくださいました。最近では院長をはしめ 沖縄にきて
よかった0と言ってくれる方々もいて本当に嬉しかったで
す.
ここまでこられたのは本当に周りの皆たのおか11で す

どうもありかとうごさいました.

4月 からは主治医です 正直すごく怖いてす.2月 から
,良吉:島 と宮古島での離島研イ修て主治医をさせて頂いてい
ますが 毎日たくさん悩み わからないことだらけて,死
に教科書を読みました.で も教科書より なにより患者様
から学ぼせて]頁 いたことが多かったような気かします.こ
れからも初心を忘れず 息者llと 向き合い 情進していき
たぃと思います.宣 しくお願いします

病院タトでも様々な出会いや経験ができ 沖掲で生活でき
て本当に良かったと思います.4月 からはしはらく静岡県
伊東市で働き 息者様の困っていることに応えられるよう
に 特に子供や女性に対 して少しても力になれるよう研賛
を積んていきたいと思ってI・ ります

いつ とこにいてもこの 2年間で学んたことを大切にし

初志を忘 l■ず頑張っていきたいと思います 本当にありが
とうごさいました.

～.Jこ んなありがたい言葉をイ可人もの患者オ手にかけて頂
きました 僕は■せ者です.患者様を受するってことが
少し分かった気がしました。
二年間を振り返り 僕は 僕らしくこの二年を電[け抜け
らl■ たと思います.`災 は やっばりLOVE&PEACEな 人間
でした.た たの甘ちゃんなのを重々承知て 息者様を自分
の家族のように曇せるお医者さんを自1旨そうと思います.

僕を育ててくl■ た 先輩看護師をはじめとする全てのコ
メディカルスタッフの皆さん そして特に救急

'1来

の看護

師の方ありかとうごさいます 先
=方
を相手にして本当に

生意気な事ですが 「いつかきっと記められてやる なに
くそ 負けるもんかJっ て 預張ってきました 常に僕た
ちに目を光らせてくれている先輩方のおかけで この二年
間を頑張ることができました、今後とも 一層厳 しいこ

'|導ご鞭撻の程 宜しくお願いします.

1 
期や一年生 看護 |五 を始めとしたスタンフ そして患者様
‐ やそのご家族に温かく見守ってllき  大事なものを沢山教
えて頂きました.他病院の先生方やスタリフの方々にも大
変お世話になりました。この場を借つて厚くお礼申し上げ

ます

■部徳洲 _‐病院での当直は 体力||に きつかった気がし
ます.で もそういうのは帳元過ぎれはなんとやら 不思議
と今となってはあまり覚えていないものです.

自分なりに なんとか成長したい信頼してもらおうと頑
張りました。また自分のなりたい医lT像 は何だろうと槙索

しました.

転機は 二年目の離島研修先宮古島徳洲会病院でした
宮古島徳 ll会病院や伊良.l島 診

'所
での夜間当直医は 私

一人でした.入院中の息者様についても忠者数こそ少なく

とも lIさ れた責任の大きさは中.ltt l陰 病院よりすっと

大きかったです.正直怖い思いは何度かしましたll でも
なんとか乗り切れました.中工徳洲会病院での研修の日々

自5そ I嘗 :1こ
乗嚇 えようとする剛 な 僕に植え付けて

島を離れるときに ''中拠で一番のお医者さんになりな

さぃな.あ なたr.ら できるよ.頑張ってね.あ りがとうね

友 利 隆 ―
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郎
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。
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岡
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。
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あ
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仮
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実
は
Ｌ
蛯
と
金
太
郎
の
話
は
、
あ
し
が
ら
慟
の
ほ
か

に
も
、
能

一ム
姥
』
に
謡
わ
れ
る
新
潟
県
の
上
路
の
■

（糸
魚
川
市
）
を
は
じ
め
、
全
国
に
伝
ス
さ
れ
て

い
ま
す
．

案
外
み
な
さ
ん
の
住
ま

い
や
実
家
の
す
ぐ
■
く
に
も
、

伝
説
や
歴
史
に
ゆ
か
り
の
地
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
二
月
、
ぇ
や
か
な
風
が
渡
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

物
語
を
思

い
ま
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
ゆ
か
り
の
地
を

訪
ね
て
み
る
の
も
、
な
か
な
か
楽
し

い
も
の
で
す
。

山
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釜
太
郎
の
こ
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に
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●
た
と
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え
ら
れ
る
夕
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の
滝
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ル
）
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奈
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県
南
足
柄
市
／
平
成
ａ
年
６
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―
日
掲
）
）
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1      胃がんは日本人に最も多いがんとされ
ていますが、早期に発見できれば多くが

治る病気になつてきています。

自覚症状が出ないことが多いため、毎年定期的に胃がん検診

を受け、早期発見、早期治療に取り組みましよう。

また食事が喉に通らない、つかえる、体重が減るといつた症状

がある場合は進行している可能性があるので、早めに受診し

て下さい。

胃がん
Ｆ
憬
Ｌ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ

胃
が
ん
は
胃
の
壁
の
も

っ
と
も
内
側
に
あ
る
粘
膜
内

の
利
胞
が
、
何
ら
か
の
原
図
で
か
ん
細
胞
に
な

っ
た
も

の
で
す
。
要
因
と
し
て
は
喫
煙
や
食
生
活
な
ど
の
生
活

習
慣
や
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
の
持
続
感
染
な

と
か
原
因
と
な
り
う

る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
食
生
活

で

は
野
菜
や
果
物
の
摂
取
不
足
や
　
塩
分
過
多
が
折
摘
さ

れ

て
お
り
、

ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
ビ

ロ
リ
菌

に

つ
い
て
は

日
本
人
の
中
高
年

の
感
染
■
は
非
常
に
高

い
の
で
す
が
、

感
染
し
た
人

の
す

べ
て
か
＝
が
ん
に
な
る
わ
け
で
は
な

く
除
菌
療
法

で
＝
が
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す

こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

早
い
段
階
で
自
党
症
状
が
出
る
こ
と
は
少
な
く
、
か

な
り
進
行
し
て
も
無
症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
代
表

的
な
症
状
は
、
冒
の
痛
み
、
不
快
感
、
辻
和
感
、
胸
焼

け
、
‐――‥
き
気
、
食
欲
不
振
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
胃
が
ん
独
特

の
症
状
で
は
な
く
、
冒

炎
や
＝
潰
瘍
の
場
合
で

も
起
こ
り
ま
す
。
検
査

を
し
な
け
れ
は
確
定
診

断
は
出
来
ま
せ
ん
の
で

何
か
見

つ
か
る
こ
と
を

怖
が
ら
ず
に
、
医
療
機

関
を
受
診
し
、
検
谷
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
が
ん
診
療
拠

点
病
院
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
計
で
も
ｍ
料̈
で
が
ん
に
つ
い
て
の
相
談
が

で
き
ま
す
．
診
察

―――
や
治
薫
中
、
治
療
後
で
も
不
安
な

こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

診
断
の
た
め
に
、
病
歴
に
関
す
る
問
診
や
、
様
々
な

検
企
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
検
査
の
目
的
や
方
法
に
つ
い

て
知

っ
て
お
く
と
、
検
杏
結
果
を
理
解
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
主
な
検
企
と
し
て
、
ど
こ
に
が
ん
が
潜
ん
で
い

る
か
の
判
断
の
目
安
に
な
る
睡
瘍

マ
ー
カ
ー
の
検
企
と

し
て
の
血
液
検
査
、
胃
の
内
部
を
直
接
見
て
、
が
ん
が

疑
わ
れ
る
場
所
の
病
変
の
範
囲
や
進
速
度
を
洲
べ
る
内

視
鏡
検
査

（胃
カ
メ
ラ
）
、
内
視
鏡
検
企
で
採

っ
た
組
織

罐
疑t) 奮肛蓋喜:0し[景百‖「がで督冨

じ
- 3 0:禁

曇恣菖曽景婆曽13,「顧醤ぶξ

検査が続いたり結果が出るまで時間がか

かることもあります.結果が出るとlB当
医から説明があります.検査や診断につ
いて理解してあくことは、治療法を選択

する際に大切です。

がんや体の体調に合わせlB当医が治療法

を説明します。治療法の選択は周りの人

とも話し合つたうえて、自分が納得でき

るものを選択しましよう。

底ヽ :層J誓尋警量][[曇:[量:「Fξ
■  良い解決方去 IJ・見つかることでしよう。

治療後の体調の変化やがんの再発がない

かなどを確認するためにしばらくの間過

院し、検査を行なつていきます。

・
↓

″

観鶴
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へ
の
浸
潤
を
調
べ
る
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

超
音
波
検
査
、
直
腸
検
査
な
ど
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

治
瞭
方
法
は
全
て
＝
当
医
に
任
せ
た
い

と
い
う
方
、
自
分
の
希
望
を
医
師
に
伝
え

て
　
緒
に
治
療
方
法
を
選
び
た
い
と

い
う

方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ご
本
人
が

一
番

満
足
で
き
る
方
法
を
選
ぶ
た
め
、
納
得
の

い
く
治
療
法
を
選
ぶ
た
め
に
、
セ
カ
ン
ド

オ
ビ

ニ
オ
ン
に
相
談
す
る
こ
と
も
よ
い
で

し
ょ
つヽ
。

●
内
視
鏡
治
療

内
視
鏡
治
療
は
早
期
が
ん
の
な
か
で
も

リ
ン
パ
節
に
転
移
し
て
お
ら
ず
、　
一
括
し

て
切
除
で
き
る
大
き
さ
の
場
合
な
ど
に
限

り
行
な
わ
れ
ま
す
。
お
腹
を
切
ら
ず
に
胃

の
内
側
か
ら
が
ん
を
切
除
す
る
た
め
、
患

者
さ
ん
へ
の
負
担
が
少
な
い
治
療
法
で
す

が
、
治
療
中
に
出
血
や
穿
孔
が
起
こ
る
こ

再
発
の
可
能
性
は
ゼ
ロ

で
は
な
い
の
で
、
定
期

的
に
胃
の
内
視
鏡
検
企

を
受
け
て
下
さ
い
。

●
手
術
あ
る
程
度
進
行
し
た

場
合
の
治
療
法
と
し
て

選
択

さ

れ

る
手

術

に

は
、
■
に
腎
の
２
　
３

を
切
除
す
る
方
法
と
仝

て
摘
出
す
る
場
合
と
が

あ
り
ま
す
。

●
幽
門
側
胃
切
除
術

日
本
人
で
胃
が
ん
が

発
生
し
や
す

い
の
が
胃

の
ＨＩ
日
で
あ
る
幽
円
の

近
く
で
、
が
ん
を
含
め

た
幽
円
側
の
■
を
２

３
程
度
切
除
し
ま
す
。

同
時
に
転
移
の
可
能
性

が
あ
る
周
り
の
リ
ン
パ

節
も
切
除
し
、
残

っ
た

冒
と
、
十
二
指
腸
を

つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
日
を
再

建
し
ま
す
。

に
が
ん
細
胞
が
あ
る
の
か
、
あ
れ
ば
ど
ん
な
が
ん
細
胞

か
を
顕
微
鏡
で
調
べ
る
病
理
検
査
　
病
理
診
断
、
胃
の

形
や
粘
膜
な
ど
の
状
態
や
変
化
を
Ｘ
線
写
真
で
確
認
す

る
胃
Ｘ
線
検
査

（バ
リ
ウ
ム
検
査
）
、
転
移
や
別
の
臓
器

と
も
あ
り
ま
す
。
治
療
後
切
除
し
た
組
織
を
調
べ
、
が

ん
が
進
行
し
て
い
た
り
、
取
り
き
れ
な
か

っ
た
場
合
は

転
移
の
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
手
術
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
内
視
鏡
治
療
の
後
は
取
り
残
し
が
な
い
場
合
で
も

8

胃の粘膜に
限局している

胃の粘膜下層に
達している

病理検査 病理診断による検討

今nの急loなろn語

ヘリコバウクービ016 8の詢うい■|し
'い
るも,、 一ti摯キろと―祀t=衿もしない誠t,苺λSけ憲キ.

i摯ガrtと・e■日薔ガr■、 こ■バBガ Aをとtコ |き t,こ す●0と なります。
●カントオビ

=オ
ン 算考バf・●響した,台率t=ヽ十ち|・るよういや輩のしE市の苺,tき ここと。 まキけi:亀こt=0
し8、 嬌まifftの百t4とヽ今ttすボし,tヽいます。lラ とムどのこE昴け●カントオビ=
オンヘいI聖衝4ガよります0■、 希Y古ろ摯けtt Ctゆ しじ|■ T,い。



●
胃
全
摘
術

が
ん
が
胃
全
体
に
広
が

っ
て
い
る
場
合
や
胃
の
人
口

付
近
に
が
ん
が
あ
る
場
合
は
、
転
移
の
可
能
性
が
あ
る

リ
ン
パ
節
を
含
め
旨
を
全
て
切
除
し
、
そ
の
後
食
道
と

小
腸
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
ま
す
。
近
く
の
臓
器
に
も
広
が

っ
て
い
る
場
合
は
同
時
に
そ
の
臓
器
を
摘
出
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

術
後
は

一
度
に
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
、
胃

が
切
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
腎
の
内
容
物
が
十
二
指
腸

に

一
気
に
流
れ
込
ん
で
し
ま
う
た
め
、
動
悸
や
吐
き
気
、

め
ま

い
、
発
汗
や
冷
や
汗
な
ど
が
起
こ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ

症
候
群
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
対
処
法
と
し
て

術
後
３
～
６
ヶ
月
は
５
～
６
回
／
日
の
食
事
に
分
割
し
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
症
候
群
を
予
防
す
る
食
べ
方
に
よ
る
体
■

減
少
は
気
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度
経

つ
と
、
体
重
の
減
少
は
抑
え
ら
れ
ま
す
。
全
摘
術
を
受

け
た
場
合
は
逆
流
性
食
道
炎
や
貧
血
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
予
防
す
る
に
は
、
食
後
す
ぐ
に
横
に
な
ら

ず
、
就
寝
中
も
背
中
の
下
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
敷
く
な
ど

し
て
、
■
半
身
を
少
し
一品
く
し
て
お
く
と
よ
い
で
す
。

●
抗
か
ん
剤
治
療

（化
学
療
法
）

が
ん
細
胞
に
直
接
作
用
す
る
薬
を
使

っ
た
治
療
法
で
、

術
後
補
助
化
学
療
法
と
し
て
行
な
わ
れ
た
り
、
手
術
が

困
難
な
４
期
の
進
行
が
ん
や
、
再
発
し
た
冒
が
ん
に
対

し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は

手
術
の
対
象
に
な
る
胃
が
ん
に
対
し
て
手
術
前
に
抗
が

ん
剤
治
療
を
行
な
い
、
が
ん
を
小
さ
く
し
た
り
、
肉
限

で
見
え
な
い
小
さ
な
転
移
を
抑
え
、
手
術
の
効
果
を
高

め
る
治
療
法
も
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
．
術
後
に
使
用
す

る
場
合
は
、
術
後
ま
ず
４
週
間
続
け
て
薬
を
服
用
し
、

そ
の
あ
と
２
迦
問
体
葉
す
る
サ
イ
ク
ル
で
１
年
間
を
め

ど
に
行
な
い
ま
す
。
業
は
の
み
薬
の
た
め
、
日
常
生
活

を
送
り
な
が
ら
外
来
通
院
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
主
な
副
作
用
に
は
吐
き
気
、
下
痢
、
国
内
炎
、

自
血
球
減
少
、
顔
や
手
足
な
ど
が
黒
す
む
色
素
沈
着
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
副
作
用
と
思
わ
れ
る
症
状
が
現
わ
れ

た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
症
状
を
和
ら
げ
る
薬
が
あ
る
の
で
我

慢
せ
ず
医
師
に
伝
え
て
下
さ
い
。
早
い
時
期
か
ら
制
作

用
に
対
処
し
、
業
の
の
み
方
を
調
節
す
れ
ば
、
業
を
使

っ
た
治
療
を
決
め
ら
れ
た
期
間
、
継
続
出
来
ま
す
。
自

ｌｉｌ
球
の
減
少
は
自
党
症
状
を
伴
わ
な
い
こ
と
が
多

い
も

の
の
、
命
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
服
月
中

は
定
期
的
に
血
液
検
杢
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

現
在
新
た
な
抗
が
ん
剤
治
療
の
開
発
に
伴
な

い
、
抗

が
ん
剤
治
瞭
が
進
歩
し
つ
つ
あ
り
、
抗
が
ん
剤
に
よ
る

副
作
用
に
も
非
常
に
効
果
的
な
業
が
出
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
手
術
が
で
き
な
い
場
合
で
も
抗
が
ん
剤
が
良
く

効
き
、
が
ん
が
小
さ
く
な

っ
て
、
結
果
的
に
手
術
で
が

ん
を
切
除
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と

い
う
例
も
あ
り
ま

す
。
手
術
が
で
き
な

い
場
合
も
、
医
師
と
相
談
し
な
が

ら
、
前
向
き
に
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

IΨttUΨ貿 が ん

緩rllヶァ
緩lnヶアとは LNA前は進行した患者さんの

ものと者えられていましたが 現在てま療首

生活の質tがんの治療と同じく大切なこと
として早い時期がら取IJ入れられるように

なりました。患者さんがとのような暉 ]ても

とのような病状ても受けることが出来ます。

とこで受けられるのア
全国のがん診療連携拠点病院てますへて

緩lTIケアチームがあります。その他の医療

機関てt緩薫ロケアチームガ活動していると
ころtありますのて 担当医や看護師に組
談してみましょう。また通院中の患者さん
に(よ緩髯0ケア外来て受診てきます.

一
日
目

・
消
化
の
良

い
も
の
を
ゆ

っ
く
り
噛
ん
で
食

へ
ま
し
ょ

つヽ

一̈

　

―

ホスビスつて

'緩薫nヶア病練のことをさし かんを治す

ことを目標にした治療が困難な場合マ と

うした治療を希望しない方を対象とした施

設てす。lltと胆の言痛を緩lnすることに重

点を置き 点滴マ注射なとの言痛を伴う無

置を少なくしています。また面会者ととも

に過ごしやすい設備が充実しており 面会

時間の制限t少なく ながに1よヘットと面

[[]][]:::ま

す。
    (3｀

tJ・
l■・鍬 齢 醜 していれは醜 ての痛  ―
t可能て 専門のががりつけ医マ言めF.錯護師
奉自」師やホームヘ′しパーの協力孤制て緩和

ケアて行なわれる治療のほとんと|よ病院と

同じように行なえます。

相談したいことがあるときま担当医 看

護師、またがん診療連携拠点病院のIIB談支

援セン0-なとに積極的にIID談しましょう.
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自分や自分のPlり が、本当は

動いていないのに、動いている

ように感じてしまう異常な感覚

を、めまいと総称しています。

めまいにはさまざまな原因が

イえられますが、lT状には3つ

のタイプがあって、そのタイプ

によっておおよその原医を推bl l

することができます。

【めまいのタイプ】

(1)ふわふわ :ま るで雲の 1

を歩いているような、ふわふわ、

ふらふらした感覚。

(推測される原因)不安やス

トレス。または1尚卒中や1尚腫瘍

といった脳の病気。

(2)ぐ るぐる :自 分や自分の
Pl日がぐるぐる廻っているよう

な感党で、突然のlLき 気を伴う

こともある。

(推測される原因)三 十111管

など、体のバランスを保つ働き

を担う耳の器官の障害。

(3)く らつ :立 ち iがったり

したときにくらっとする。日の

前が1を くなる。

(推測される原因)めまいで
いちばん多いケースで、山[圧の

急激な変動、自律利経の失詞iや

■年脚1障害、過労 llTE眠不足

ストレス。

【対処法】

いずれのケースも、不安やス

トレスが原因の場合には、心身

をゆつくり休ませることで改善

されます。

・風通しのよいところで、楽な

姿勢て休む。衣服をゆるめて

枕はしない。

歩行中なら安全な場所で立ち

止まり、できればしばらく座

つて、眼を閉じて休む。

しかし、中には緊急を要する

病気のサインとなっている場合

もありますので、そのサインを

見 ltさず適 t」な判 IFをすること

が求められます。

特に (1)の場合では、体の

くらっこ
～めまい～

バランスを保つ役省Iをす口う脳幹

や小脳が障害されて、めまいを

lLこすケースがあります。

以下に挙げた症状が 1つでも

ある場合には、すぐに救急車を

呼ぶか、救急外来や神経内科、

脳神経外科を受診して下さい。

激しい頭痛。
る●つ

呂律が廻らない。

・手やlll、 顔の痺れや麻痺が、

体の片側に表われる。

意識がなくなる。

後■1・ .や首のイJけ根に痛みが

あったり、ものが二重に見える

場合にも、注意が必要です。

(1)に 長らず、上記の症1え
がみられるときには脳の病気の

可能‖:がありますので、至急、

救急外来を受診しましょう。

(2)の場合、充分に休んで
も改善されないときや、 ll聴を

伴ったり、耳鳴りや耳が詰まっ

た感じがするときは、耳昴咽喉

rlを受i参 しましょう。

ら
／
″
、

薬の安全性

冨J作用のない薬はありません。

薬は一般に病気の診断 治療
予防など健康の維持や1曽進のた

めに有効性を持つ物質です。し

かし有効性のみでなく、目的外

の作用である副作用の危険性も

持ち合わせています。

目的とする効果が認められ

危険な副作用を引き起こさIJい

投与量を安全域といいます。安

DI勢 の安繁誕身?爾
口 警
:|

全域が広いと比較的安全な薬と

いえ、安全性が高いことは重要

なのですが 時に有効性と危険
性のバランスを考慮して薬を使

用することが必要なことがあり

ます。例えば抗がん剤は安全域

がltいものの例として挙げられ、

広い例としてはぺニシリンが挙

げられます。

一般用医薬品も使用リスクに

応じて第1類から第3類の3つに

分類されています。薬局での薬

の外箱に記載さInてぃる「第0
類医薬品Jと いうのがそれで、
第 ]類 はリスクが高いため薬斉」

師により管理され、販売時には

薬剤師から使用上の説明を受け

ます。第2類 (特に注意が必要

なものは指定第2類 )第 3類は
登録販売者によつて販売される

ことになつてしヽます。

薬の使用時は有効性とリスク

を知り、正しく使用しましょう。
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トマトのブレッドサラダ
つくり方

1 バンは角切りにして トーストし
ておく。 ドレッシンクの材料は
混せておく。

2 t「
:じ355'こ3)]ll'レ

″/

ピーマンは薄く輪切りにし ツ
ナ缶は缶汁を切つてほぐし、ゆ

で卵は食べやすく切る。

1 2、 3を和え いろどりよく
盛りつける。

Jノ覇、、三ごだ了Tをぃトマトやビーマンですが やはりこれからの
〕][:露堡信醤僣霜:蛋曇[場重尿冒l曇臭1:皇:たもたいへん期
〕:[i8霧ft言号1こち:311せ :ξχ諦艦電夕信電尼君量][
〕3:(t、為:∬:)jIIぶ≦菖そF讐よξl:≦基場翼ふ晶[1:
る一品です。さらに 完全栄養食の卵てボリュームをつければ、ダイ
ェット1諦慧::i[ti 511:メ 三ューになるてしよう。  霧触醐蹟は 、`

え
移 づ付ッ

1人あたり 305 kca

ll料 (4人分)

トマト  ……   …4個
ピーマン …     2個
ツナフレーク缶…   1缶
ゆで卵 ……   … 2個
フランスバン    1/2本

ドレッシング [玉ねぎのすり

おろし… 1/6個分 酢 大さ
じ3塩 刊 さヽじ1/2 オリ
ーブオイル 大さじ4 バセ
リのみじん切り 少々 ]

//千
ｒ一〕工
　
¨　ヽヽ

　
ヽ
」ヽＥ▼
一

3

4

暮ヽ |
1  1 ■

tヽた

【疲れが出やすい時期です。自分にも周りにも労わりを忘れずに。】

ムーン クロットliい 璃 子

薇  :憬:員急誓讐[讐::景III:[i:5日

今月の璃子先生のことば

交際運
金 運
全体運

り  言保言

笏
瘍
瘍

親しき中にも礼儀あり.友人を大切に。
出費はかさみますか 臨時収入もあり.
終わりは始まりです。′b配しないて。

☆ガラスの器 ☆ 5月 lフ日

イライラしても平常心で.

小銭貯笠 J後て役に立ちます。
勝敗にこだわらないで 今月ま穏や01こ .

☆園芸 ☆ 5月 8日

交際運 離れている家族との連絡rJ吉 .

金 運 後半厳しくなりそうなので節llを ,
全体・・ 胸に抱いていた願い事が日|いそう。

☆お揃いの物 ☆ 5月 2日

交際運 誘わlnた ら断らずに。

金 運 欲しかつたものを購入しましょう。
全体運 少し還出をすると気分が晴れます。

☆旅行 ☆ 5月 7日

交際運 嫉妬の感情は押さえ気味に。

金 運 ストレスからの浪費に注意して。
全体運 疲れを感したらゆつくり休みましょう.

☆入浴剤 ★ 5月 14日

交際運 仲直りのきつわ¬ナまあなたから.

金 運 お財布の中を整理して金運アッフ.
全体運 無理は禁物 気分転換が必要です.

☆鈴 ☆ 5月 1日

薇
耶

:ヽ]『ll 言骨:翼詈[1貫ittittettb.月 19日
交際連 友人ができそうです 夕1出を,
金 違 借りてるお金は早めに返しまし.|う 。
全体運 願いか叶いやすい時 素亘に.

☆感謝の言葉 ★ 5月 9日

交際運 離llてた人が戻つて来ます .

金 運 貯金額をi曽やせそう.
全体運 楽しい出来事の多しヽ月です。

☆レシート ☆ 5月 20日
交際連 思いやりの気持ちを忘れ

'に
.

金 運 1又支のバランスに気を付けて.
全体こ 懐かしい場所を訪llる と吉.

☆アルバム ☆ 5月 21日

交際こ 身近な人の優しさに気づくとき.

金 逗 不要な散財は控えて.
全体運 家族を大切にしましょう。

☆満月 ★ 5月 12日

笏
蜆

☆はラッキーアイテム

★はラッキーデー
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介護保険で利用できるサービスのおもな内容

力[  言隻

口四日と訓E己畠 自宅にlrる ため、あるいは施設に入る前にり八ビ
リテーシヨンを専P3に行なう。

L纂 口用 田■」所ヨ盪副口 老人治療に重点をおいた療養を行なう。
介護職員を多く配備。

昨
=塾
J融磁シ語ミ1嗜凛H病 状が安定している長期療養患者を対象

とする。一般病棟より介護職員が多い。

EE― 認知症で問題行動などがある場合、精神科的な治

療などを行なう。

[静刊■■
=多
輌― 常に介護が必要で、自宅で生活するのが困難な要介

護者に、日常生活上の世話や機能目1練などを行なう。

E― 身体 精神 環境 経済的な理由から、居宅養護が

困難rd場合。日常生活で必要な,―ビスを受ける。

E″R果にJ嗣イ‐ 病状よ安定して入院/0療は必要ないが、りAビリや看護介護
を必要とする要介護者に、看護介護機育割練などを行・uう。

屁轟浸蒻団ヨ巨■ 生活サービスが受けられる集合住宅。IB応の費用

が必要。

…

身体機能が低下して独立した生活が不安な場a生
活相談や入浴 食事サービス、緊急時対応を受ける。

―

主に認供0症のお年寄りが少人数で共同生活をす

るのを介護する施設。

… … …介護施設に通つたり短期入所して、入浴 食事 機

能副1練などを行なう。

■■

）１１１

ツ

ー

〔
ヽ

入浴の介助や清拭を受ける。

(訪間入浴介護》

3人 1組で訪問して 入浴させてくれる (タオル シャンプー 着替などは各家庭で用意)。

い

短期間預かつてほしい 《ショートステイ》《ミドルステイ》

外出したい《訪問介護 (ホームヘルプサービス)》

散歩 通院 買い物などの外出援助を受ける。

(通所介護 (ディサービス)》

週に数回施設に通つて、レクリエーションや食事 入浴のサービスを受ける。

車椅子を借りたい く福祉用具の貸し出し》

《福祉用具購入費の支給》

家事をしてほしい《訪間介護 (ホームヘルプサービス)〉

ため、また介護している家族の負担軽減に繋がる料理 掃除洗濯 買い物

などの支援を受ける (家族の分の家事は代行しない)。

お風呂に入りたい《訪間介護 (ホームヘルプサービス)》

自宅の段差をなくしてほしい 《自宅改修費の支給》

段差の解消、手すりの設置、引き戸に変更などにかかる費用を受ける。

自宅療養したい 《訪間看護》

主治医の指示で看護職員が訪問して、

点滴管理 創傷ケア床ずれの手当などの診療の補助行為や、栄養上の世話を受ける。

《居宅療養管理指導〉

医師 歯科医薬剤師管理栄養士が訪問して、自宅療養のための管理指導を受ける。

《訪間り八ビリテーション》

理学療法士 作業療法士が訪問して、理学療法や作業療法を受ける。

(通所リハビリテーション》

施設に通つて、理学療法や作業療法を受ける。

滸

珀鰈家庭

一の
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年を取ると運動不足になったり、寝ている

時間が多くなったりしがちです。そこで、床

ずれの予防や心身のリラックスのためにも、

お年寄りにマッサージを施すことを、お勧め

します。マッサージは血液の循環をよくして

新陳代謝を促 しますので、栄養の補給にも、

筋肉の衰え防止にも効果があります。

足のマッサージ 寝ている時間が長くなると、足の血行が悪くなります。
改善するには、足のマッサージが有効です。

)、 親指の付け根を揉みほぐす。

軽く摘むようにして揉む。

足のしびれやだるさを ,

もう一方の

4のように

イラスト1松平 あすか

１

２

３

足の爪先から甲へ向かつて軽く擦り (1

足首の付け根からアキレス腱に沿って、

土踏まずを、親指で押さえながら揉む。

4

5

足首から膝へ向かつて、大きく擦る。

両手で足首から膝へかけて掴み込むようにして揉んだあと、5のように片手で足を支えて、

手でふくらはぎを大きく掴むようにして、足首から膝の裏にかけて揉む。そしてもう一度、

爪先から膝に向かつて、足全体を大きく擦る。

13´´
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MY DAILY MEMO
体温、ll圧 通院日、

お菜などのメモに

_活用下さい.

ガラスのコップが重なつて、

取れなくなつてしまうことがあ

りますね。無理に夕ヽそうと力を

入れすぎると、割れてしまいま

す。無理なく外すにはどうすれ

ばよいでしょう。

まず重なつたコップとコップ

の隙間に中性洗剤を数滴 流し
込んでみましよう。滑りがよく

なつて外llる場合があります。

もつと確実な方法は、お湯を

を立てたまま浸けて、内lelのコ

ップには冷たい水を入れます。

そうすると 夕1側のコップは
温められて膨張しますが 内側
のコップは冷やされて収縮する

ので、コップとコップの間に隙

間ができて、簡単に夕ヽすことが

出来るのです。

ガラスのコップだけでなく、

陶器や木製の器が重なつて取れ

なくなつた場合も、同じ方法で

解決することが出来ます。ただ

し、熱いお湯を使わないように、

お湯llE減には注意が必要です。

ガラスや陶器の場合 急激に熱
がカロわると 表面はすぐ膨張し
ますが、内部まで熱が伝わるの

に時間わ功 か`るため、 ゆがみtJ｀

生じて、割れてしまう可能性が

急激な温度差をもたらさない

よう 内側のコップに入llるの
は冷やした水ではなく、普通の

水でもいいでしょう。
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張つた容器に、重なつたコップ あるからです。
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重なつたコップ

□齊

頭″ζ卜腕好
単純なのに意外と苦戦?文字の直感カクイスにツヒ職してみましょう!

国柔あ記念:胤轟翼話舅
四字熟語を連続て並べました。
よく見ると二つ違う漢字が紛れてい

ます。どれだか分かりますか?

漢字がバラバラに分解されていま

す。組み立ててできる二字熟語は

101でしよう?

立日―木心ロ
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人
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